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要         旨 

本論文では，従来の食育や健康心理学研究のなかで対象となることが

稀であった中学生期における家庭での食生活と心理的ウェルビーイング

との関連をテーマとして取り上げ，食事場面で行われる家族との相互交

流によって形成される共食感に注目して、2 つの実証的研究から両者の関

連メカニズムについて検討がなされた。研究 1 では，岐阜県内の公立中

学校の生徒160名を対象とした1週間の朝食および夕食に関する食生活ダ

イアリー調査から、家族全員との共食が難しい中学生の食生活の実態が

示されたとともに、日誌で得られた数値データの解析をもとに共食感形

成に関する探索的なモデルが導出された。研究 2 では，岐阜県内の公立

中学校の生徒469名を対象に，研究1で示唆された探索的な共食感形成プ

ロセスモデルをもとに、心理的ウェルビーイング（生活満足度および抑

うつ）を最終従属変数とする仮説モデルを構成し、短期縦断的調査によ

って検証がおこなわれ、仮説を支持する結果が得られている。 

本論文に対する審査は 3回おこなわれ、第 1回目の審査（平成 30 年 12

月 13 日）では、心身ともに大きな成長発達を遂げる中学生期において家

族共食が心理的ウェルビーイングと関連することを妥当な方法論によっ

て実証的に示し、当該テーマに関する研究領域や食育に関する政策に有

効な示唆を与える内容である点は評価されるものの、共食概念の曖昧さ

やサンプリングの問題に関する記載方法に再検討や修正が必要であるこ

とが指摘された。第2回目の審査（平成31年 1月 22日）では申請者によ

るプレゼンテーションと修正論文の審査がおこなわれたが、概ね妥当な

内容であることが確認された。公開審査（平成31年 2月 13日）では適切

なプレゼンテーションおよび質疑応答がなされ、続いて開催された最終

審査委員会において、論文について指摘された修正が適切になされ、ま

た公開発表ならびにその後の最終試験においても満足すべき応答が得ら

れたことから、申請者の研究に対する理解力と学力が十分であるものと

判定された。 

 

以上の結果から、本審査委員会は、本論文が人間文化創成科学研究科

の学位、博士（人文科学）、Ph. D. in Psychology に値するものと全会

一致で判断し、合格とした。 
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公表 

○ 学位論文の全文公表の可否（ 可 ・ ○否  ） 

 

○ 「否」の場合の理由 
 
ア．当該論文に立体形状による表現を含む 

イ．著作権や個人情報に係る制約がある 

ウ．出版刊行されている、もしくは予定されている 

○エ．学術ジャーナルへ掲載されている、 

もしくは予定されている 

オ．特許の申請がある、もしくは予定されている 

 

※本学学位規則に基づく学位論文全文のインターネット
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